
TSUNAKAN Interview
より良い社会づくりの現場から

―逗子の夫婦出版社「アタシ社」。ユ
ニークな社名とエッジの効いた発行物
が高評価ですね。
　「私」一人で世界は変わらないけれど、

「アタシ」がどう見るかで世界は変わる

かもしれない。そんな思いから2015

年に夫婦で出版社を始めました。以来、

元美容師の夫と「髪とアタシ」という

美容文芸誌を発行し、今春から新たに

「30代のための新しい社会文芸誌」と

冠した「たたみかた」を創刊しました。

私自身が今年31歳で、社会では「無関

心層」と揶揄されつつも多様な動きが

ある世代ですし、他世代にも「あなた

が30代のときはどうでしたか？」と呼

びかける意味で「30代の」としました。

たたみかたは「広がりすぎたものを整

えて次の人が使えるように」というニ

ュアンスです。たたんでいく中で形は

変わっても、何も失っていない、とい

う暗喩でもあります。

　いま、私たちがどれほど未来をより

良いものにしたいと希求しても、良く

なっている実感は持ちにくく、むしろ

様々な課題が重層的に広がっている現

実があります。でも、これらをひとつ

ずつクリアしていくことでしか前に進

めませんよね。とはいえ自分が直接つ

ながりのない課題には興味が持ちにく

いのもわかる。自身との関係性を越え

て「アタシの課題」だと思うための思

考プロセスを多面的に追おうとしたの

が「たたみかた」です。

―「たたみかた」の創刊号は福島特
集で反響も大きいようですが。
　そもそも雑誌を作ろうと思ったきっ

かけが東日本大震災と福島原発事故で

した。何が正しく、何が正しくないの

か、より正確な情報を求めても何かが

違う。私が思う正しさは、誰かにとっ

ては正しくないかもしれない。ならば、

完全には無理でも自分をできる限り純

化し、ジブリ映画「もののけ姫」で言

うところの「曇りなき眼で見定める」

作業が必要かなと（笑）。そこで、「た

たみかた」福島特集の前半は、福島を

追い続ける報道記者やTVディレクタ

ーといった発信する側のインタビュー

で構成し、後半は哲学者の桑子敏雄先

生の寄稿や曹洞宗僧侶の藤田一照さん、

ソマリアで活動する永井陽右さんにイ

ンタビューし、ある種の実存主義的な

境地を垣間見たように思います。それ

らの文芸作品で読者にゆさぶりをかけ、

各々ができる役割につながったらいい。

でも、それはあくまで個人的なこと。

自分の役割と他者の役割は違う。そこ

に「生きる意味」を感じます。

―もともとは広告媒体の制作に関わ
っていた三根さんですが「たたみかた」
の発行でご自身に変化は。
　かつては、世俗的なものを当たり前

に良いと思っていましたが、性格的に

なんでも深く考える傾向はありました。

答えのない問題を見続けられる胆力を

養うことで、何かを解決しようとした

ときに、A案とB案でぶつかるのでは

なく、それまで見えていなかったC案

が見つかるかもしれません。

　私は社会活動家でも学術有識者でも

ないので、逆に仕切りがないのが強み

かもしれません。「たたみかた」を通じ

て、自助を高めた先に公助が動き出す

までを伴走し続けたいと思っています。
［聞き手：つな環編集部］

自分を問い直すことで
より良いつながりが
生まれる
アタシ社「たたみかた」編集長

三根かよこ氏

1986年千葉県出身、バンクーバーで8歳まで
暮らす。株式会社リクルートホールディングス
にてブライダル情報誌のディレクターを6年経験。
同社在職中に桑沢デザイン研究所にてビジュア
ルデザインを学び、退職後に神奈川県逗子にて
夫婦出版「アタシ」社設立後は、企業のオウン
ドメディア、広告、書籍、CDジャケットといっ
た多様なクリエイティブをワンストップで制作。

三根かよこ（みね かよこ）

「たたみかた」創刊号。「我が事で語ることができ
る」テーマを特集し年2回程発行予定。
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　「観光白書」（観光庁発行）によると国内旅行者のニーズ、
不動TOP3は温泉旅行、自然観光、グルメだという。この
うち温泉や自然はその場所でしか享受できないが、食は都
心部にいながら体験できる。「d47食堂」は47都道府県の
食をテーマにした定食屋で、ロングライフデザインをテー
マに活動するD&DEPARTMENT PROJECTが、各都道府
県に長く続く個性をデザイン的観点から選び、観光ガイド
としてまとめる「d design travel」編集部によって運営さ
れている。 併設の「d47 MUSEUM」 や「d47 design 
travel store」 でも日
本の伝統や地域の個性
を体験でき、ここでの
出会いが次の旅のきっ
かけにもなりそうだ。

　訪日ムスリム人口は拡大傾向にあり、その数は2020年
までに年間100万人に達するという見込みもある。しかし
ながら、日本におけるムスリムに対する知識や理解はまだ
薄く、ムスリム旅行者たちが宗教上も安心して観光するた
めのガイドが必要である。スマートフォンアプリ「ハラー
ルグルメジャパン」には、780件を超えるハラール対応が
可能な日本のレストランが登録されており、食事のジャン
ルはもちろん、ハラール認証を取得している、ムスリムの
シェフがいる、など様々な条件で検索することができる。多
文化共生という考え方が、これまで見えない壁によって制
限されていた旅行者たちを解き放ってくれそうだ。

　国土の4分の1が国立公園や自然保護区でエコツーリズ
ムもさかんな中南米の国、コスタリカ。その背景には、
1948 年に常備軍を解体し軍事予算をゼロにし、教育の無
料化、医療の無料化を実現し、環境のために国家予算を振
り分けたことがある。映画「コスタリカの奇跡」は、国民
の幸福度を最大化する道を選んだ同国の歴史を丹念に取材
したドキュメンタリーで、世界がモデルにすべきエッセン
スが凝縮している。ガイドブックやインターネットの情報
から旅の計画を立てるのも楽しいが、渡航先の歴史的背景
や長期的ビジョンについて知
ることも大切だ。

　地域創生・地域課題解決のための基礎研究や人材育成を
テーマに2014年に設立された大正大学地域構想研究所で
は、地域で活動する「人」に焦点をあてた月刊誌「地域人」
を発行し、創刊2周年を迎えた。毎号、経済や生活を主軸
とした地方創生のための情報が満載だが、それは常に地域
課題と隣り合わせの取組紹介でもある。副所長の柏木正博
氏は刊行によせて「地域の人々が主体となって考え、行動
しななければならない」としつつ「地域同士が連携し、都
市ともつながる」ことによって創生は成立すると述べてい
る。地域の自律と連携を学
ぶのに優れた資料となる。

都内にいながら
47都道府県を体験

訪問国の背景を調べると、
旅はもっと―。

地域資源を
掘り起こす

旅の間口を広げる
多文化共生

d47食堂
渋谷ヒカリエ8F ／
03-6427-2303
http://www.d-department.
com/jp/shop/d47

「コスタリカの奇跡
～積極的平和国家のつくり方～」
2016年／89分（DVD、ブルーレイ）
監督：マシュー・エディー、マイケ
ル・ドレリング
配給：ユナイテッドピープル
https://www.cinemo.info/movie_
detail.html?ck=48

月刊情報誌「地域人」
大正大学出版会発行／1,000円
http://chikouken.jp/chiikijin

ハラールメディアジャパン
（運営会社）

http://www.halalmedia.jp/
ja/

モノ・コトもっと知りたい TSUNAKAN Information
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